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研究成果の概要 

本研究課題では、がんの放射線内用療法の発展に有効な新規プラットフォームの創成を目的として、副

作用を低減し効率的ながんの放射線内用療法を実現するアクチベータブル型プレターゲティング法、

および 1 分子で放射線内用療法と光治療との組み合わせを可能とすることで治療奏功性を向上させる

治療用 bi-modal 薬剤の開発研究を行っている。 

 

2024 年度においては、 

アクチベータブル型プレターゲティング法の開発では、合成した光活性化型のエフェクター分子およ

びベクター分子について放射標識体を用いた検討を行った。その結果、試験管内および細胞を用いた検

討において光反応が進行し、コンジュゲート体することを確認した。 

 

治療用 bi-modal 薬剤の開発では、近赤外領域に吸収波長を有する新規分子(NBH-1) について I-125 標

識体に関して in vitro において十分な細胞殺傷効果を有する結果を得た。また、非標識体についても光

照射によってのみ細胞殺傷効果が得られ、光線力学療法(PDT)用薬剤として機能する結果を得た。さら

に、オージェ治療と PDT の併用に関する検討を行ったところ、併用療法によって相乗効果が得られる

ことを明らかにした。腫瘍内投与による治療実験を実施し、NBH-1 の投与によって腫瘍成長が抑制さ

れることを明らかにした。以上の結果について、論文発表を行った(ACS Pharmacol. Transl. Sci. 7(5) 

1395-1403 (2024))。 
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